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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
自分の弱いところを知って、それをカバーする方法を本人も交えた関係する人たち全体が考えていくことです。弱さを持ちながらも、自信をもって「生きる力」をつけることが「教育的な支援」であろうと思います。本人は努力をしなければなりません。記憶力が弱ければ人の何倍も覚える、見え方が困難であれば見え方のトレーニングをする。文字がきちんと書けないのであれば、書く練習を人の何倍もする。しかし、それにはどうすればできるようになるのか、単にがんばりなさい、我慢しなさい、ではだめです。意欲をださせるためには追いつめたり、否定してばかりではますます意欲をなくします。
目標をしっかり共有して、具体的に手だてを提示することが大切です。それも特別支援教育の大切な視点です。
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